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相生山の四季を歩く会 #153

2022.7.10

～ 水の気受けて 森の夏ふくらむ 元気もらおう ～

ほぼ毎日 情報発信中！

自然と人 環境と未来

応援ヨロシク お願いします。

連 絡 先（古川）

tell/fax : ０５２‐８２１‐６４６３

ｹｲﾀｲ : ０８０‐５１２４‐６４６３

email :viva_forest@yahoo.co.jp

ホームページ

ラブリーアース→検索

次回は 8月 14日（日）

～ 虫大好き人 集まれ！

虫苦手人も 集まれ ～

子どもたちとムシと 遊ぼう夏
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1 ヌルデ
2 テングタケ
3 クサギ
4 カレバキツネタケ
5 ミズヒキ
6 オリーブサカズキタケ
7 （通称）ティラミスタケ
8 リョウブ
9 エゴノキ
10 コトヒラテングタケ
11 イソノキ
12 シャシャンボ
13 ツクシハギ（?）
14 クモタケ
15 ナナフシモドキ
16 ノコギリカミキリ
17 モンスズメバチ

相生山の道路 最近の情報

「さまざまな価値観をもつ市民が歩み寄れるもの」としての『折

衷案』作成が、３３９０万円でコンサル会社に業務委託されたよ

うです。私たちは、「これからの名古屋をどういう都市にしてい

くのか」の基本構想もないままに、６０年以上も前の都市計画道

路が「手直し」されてつくられようとすることに納得していませ

ん。環境を破壊する恐れがある行為を止めなければ、自然の一部

である人は、もう生きていくことが出来ない情況だと考えていま

す。なので、くり返し粘り強く、道理を説いていきたいと思いま

す。力を貸してください。 「相生山の四季を歩く会」事務局

鳥・虫・花・果実・キノコ

盛夏の森に オールスター勢ぞろい
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キノコ・菌類一覧表

相生山の四季を歩く会2022.7
by  Kaito.I

　　　　　 〇発見、×未発見、△辛うじて・老菌・ご同定の可能性、―data不足未調査区域あり

種名 漢字表記 科名 属名 2021/7/11 2022/6/12 2022/7/6 2022/7/9 備考　メモ

1 アイタケ 藍茸 ベニタケ ベニタケ × × 〇 ―
2 アカイボカサタケ 赤疣傘茸 イッポンシメジ イッポンシメジ 〇 × × ―
3 アカカバイロタケ 赤樺色茸 ベニタケ ベニタケ × △ 〇 ―
4 アカヤマドリ 赤山鳥 イグチ ヤマイグチ 〇 ✕ △ ―
5 アシグロタケ 脚黒茸 タマチョレイタケ タマチョレイタケ × ✕ 〇 〇
6 アズマタケ 吾妻茸 タバコウロコタケ カワウソタケ × ✕ 〇 ―
7 アセタケ類 汗茸（類） アセタケ アセタケ × ✕ × 〇
8 アマタケ 甘茸 ツキヨタケ モリノカレバタケ × ✕ 〇 〇
9 アミスギタケ 網杉茸 タマチョレイタケ タマチョレイタケ 〇 〇 〇 〇
10 アラゲカワラタケ 粗毛瓦茸 タマチョレイタケ シロアミタケ × × 〇 〇
11 アラゲキクラゲ 粗毛木耳 キクラゲ キクラゲ × 〇 〇 ―
12 アラゲニクハリタケ 粗毛肉針茸 ニクハリタケ ニクハリタケ × 〇 〇 ―
13 アンズタケ 杏茸 アンズタケ アンズタケ 〇 × × 〇
14 イタチタケ 鼬茸 ナヨタケ ナヨタケ × × × 〇
15 ウスヒラタケ 薄平茸 ヒラタケ ヒラタケ × △ △ ―
16 ウラムラサキ 裏紫 ヒドナンギウム キツネタケ 〇 × × ―
17 エダナシツノホコリ 枝無角埃 ツノホコリ ツノホコリ × 〇 〇 ― 真正粘菌
18 オオホウライタケ 大蓬莱茸 ホウライタケ ホウライタケ × × 〇 ―
19 オオボタンタケ 大牡丹茸 ボタンタケ ボタンタケ × 〇 〇 〇 子嚢菌
20 オニイグチモドキ 鬼猪口擬き イグチ オニイグチ 〇 〇 × ―
21 オリーブサカズキタケ オリーブ盃茸 ポロテレウム ゲロネマ × 〇 〇 〇
22 カイガラタケ 貝殻茸 タマチョレイタケ カイガラタケ × × △ ―
23 カタホコリ類 肩埃（類） カタホコリ カタホコリ × × 〇 〇 真正粘菌
24 カバイロツルタケ 樺色弦茸 テングタケ テングタケ 〇 × × ―
25 カレバキツネタケ 枯葉狐茸 ヒドナンギウム キツネタケ 〇 × × 〇
26 カレバハツ 枯葉発 ベニタケ ベニタケ 〇 × × ―
27 ガンタケ 鴈茸 テングタケ テングタケ 〇 × × ―
28 カンボクツノホコリ 灌木角埃 ツノホコリ ツノホコリ × × 〇 ― 真正粘菌
29 キアシヤマドリタケ 黄脚山鳥茸 イグチ ヤマドリタケ 〇 × × ―
30 キアミアシイグチ 黄網脚猪口 イグチ キアミアシイグチ 〇 × 〇 〇
31 キイロイグチ 黄色猪口 イグチ キイロイグチ 〇 × 〇 ―
32 キクラゲ 木耳 キクラゲ キクラゲ × 〇 △ ―
33 キソウメンタケ 黄素麺茸 シロソウメンタケ ナギナタタケ 〇 × × ―
34 キチャハツ 黄茶発 ベニタケ ベニタケ 〇 × 〇 ―
35 キツネノハナガサ 狐の花笠 ハラタケ キヌカラカサタケ × × × △

相生山緑地（北部）における菌類調査結果
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キノコ・菌類一覧表

36 キヒモカワタケモドキ 黄紐皮茸擬き マクカワタケ ヒモカワタケ × × 〇 ―
37 クモタケ 蜘蛛茸 所属科未定 ノムラエア × × 〇 〇 冬虫夏草,トタテグモに寄生。
38 クロアザアワタケ 黒痣泡茸 イグチ アワタケ 〇 × × ―
39 クロタマゴテングタケ 黒玉子天狗茸 テングタケ テングタケ 〇 × 〇 〇
40 クロトマヤタケ 黒苫屋茸 アセタケ アセタケ × × 〇 ― 植生が違うので、誤同定の可能性あり。
41 コガネキクバナイグチ 黄金菊花猪口 イグチ キクバナイグチ 〇 × △ ―
42 コガネヤマドリ 黄金山鳥 イグチ ヤマドリタケ 〇 × × ―
43 コテングタケ 小天狗茸 テングタケ テングタケ × × 〇 ―
44 コテングタケモドキ 小天狗茸擬き テングタケ テングタケ 〇 〇 〇 〇
45 コトヒラシロテングタケ 琴平白天狗茸 テングタケ テングタケ 〇 × 〇 〇
46 コビチャニガイグチ 媚茶苦猪口 イグチ ニガイグチ 〇 × × ―
47 コフキサルノコシカケ 粉吹き猿の腰掛 タマチョレイタケ マンネンタケ × 〇 〇 ―
48 コブリビロードツエタケ 小振りビロード杖茸タマバリタケ ビロードツエタケ × × 〇 ―
49 コムラサキシメジ 小紫占地 キシメジ ムラサキシメジ 〇 〇 × ―
50 シイサルノコシカケ 椎猿の腰掛 タマチョレイタケ ウスキアナタケ × 〇 〇 〇
51 シバフタケ 芝生茸 ホウライタケ ホウライタケ 〇 × × ―
52 シロウツボホコリ 白靭埃 ウツボホコリ ウツボホコリ × × 〇 〇
53 シロオニタケ 白鬼茸 テングタケ テングタケ 〇 × 〇 △
54 シロタマゴテングタケ 白玉子天狗茸 テングタケ テングタケ 〇 × 〇 ―
55 シロハツモドキ 白発擬き ベニタケ ベニタケ 〇 × 〇 〇 ヒダなどに茶色いしみ。
56 シロホウライタケ 白蓬莱茸 ツキヨタケ シロホウライタケ × × 〇 〇
57 スエヒロタケ 末広茸 スエヒロタケ スエヒロタケ × 〇 〇 ―
58 ススホコリ類 煤埃（類） モジホコリ ススホコリ 〇 〇 〇 〇 真正粘菌
59 ダイダイガサ 橙傘 タマバリタケ ダイダイガサ × × 〇 〇
60 タマシロオニタケ 珠白鬼茸 テングタケ テングタケ 〇 × × ―
61 タマツノホコリ 玉角埃 ツノホコリ ツノホコリ × × × 〇
62 タンポタケ類 打包茸（類） オフィオコルジケプスハナヤスリタケ × × × 〇 タンポタケモドキの可能性大。
63 チャアナタケモドキ 茶孔茸擬き タバコウロコタケ フォミトポリア × 〇 〇 ― 梅から発生。
64 チャイボタケ 茶疣茸 イボタケ イボタケ × × 〇 ―
65 チャシワウロコタケ 茶皺鱗茸 シワタケ シワウロコタケ × 〇 〇 ―
66 チャヒラタケ類 茶平茸（類） アセタケ チャヒラタケ × × × 〇
67 ツヤウチワタケ 艶団扇茸 タマチョレイタケ ウチワタケ × 〇 〇 〇
68 ツヤナシマンネンタケ 艶無し万年茸 タバコウロコタケ ツヤナシマンネンタケ × 〇 〇 〇 状態が悪く誤同定の可能性あり。
69 ツルタケダマシ 弦茸騙し テングタケ テングタケ × × 〇 ―
70 テングタケ 天狗茸 テングタケ テングタケ × × × 〇
71 ニオイウロコタケ 匂い鱗茸 ラクノクラディウム ヤケイロコウヤクタケ × × 〇 〇
72 ニオイワチチタケ 匂い輪乳茸 ベニタケ チチタケ 〇 × × ― チョウジチチタケと混合？
73 ニセキンカクアカビョウタケ 偽菌核赤鋲茸 トウヒキンカクキン ディケパロスポラ × 〇 〇 〇
74 ニセショウロ類 偽松露（類） ニセショウロ ニセショウロ × 〇 〇 〇 ニセショウロ類を統合
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キノコ・菌類一覧表

75 ニッケイタケ 肉桂茸 所属科未定 オツネンタケ × × 〇 〇 広く分布
76 ニワタケ 庭茸 イチョウタケ イチョウタケ 〇 × 〇 〇 タケから発生するものはヤブニワタケ。
77 ヌメリコウジタケ 滑り麹茸 イグチ ヌメリコウジタケ 〇 × 〇 ―
78 ノウタケ 脳茸 ハラタケ ノウタケ 〇 × × ―
79 ハカワラタケ 歯瓦茸 所属科未定 シハイタケ × × 〇 ―
80 ハナオチバタケ 花落葉茸 ホウライタケ ホウライタケ 〇 × 〇 △
81 ヒイロタケ 緋色茸 タマチョレイタケ シュタケ × 〇 〇 〇
82 ヒナツチガキ 雛土柿 ヒメツチグリ ヒメツチグリ 〇 × △ △
83 ヒナノヒガサ 雛の日傘 ヒナノヒガサ ヒナノヒガサ × × 〇 ―
84 ヒポミケス菌類 ヒポミケス菌（類） ヒポミケスキン ヒポミケス × 〇 〇 〇 子嚢菌類,イグチ、カワラタケなどに寄生。
85 ヒメコガサタケ 姫小傘茸 ヒメノガステル ケコガサタケ × × 〇 ―
86 ヒメモグサタケ 姫艾茸 シワタケ ヤケイロタケ × 〇 〇 〇
87 ヒロハウスズミチチタケ 広葉薄墨乳茸 ベニタケ ベニタケ 〇 × × ―
88 ブドウニガイグチ 葡萄苦猪口 イグチ ニガイグチ 〇 × × ―
89 ベッコウタケ 鼈甲茸 タマチョレイタケ キンイロアナタケ × 〇 〇 〇 幼菌のため誤同定の可能性あり。
90 ベニウスタケ 紅薄茸 アンズタケ　 アンズタケ　 〇 × × 〇
91 ベニタケ類 紅茸（類） ベニタケ ベニタケ 〇 〇 〇 〇 分類困難
92 ヘビキノコモドキ 蛇茸擬き テングタケ テングタケ 〇 × 〇 ―
93 ホウロクタケ 焙烙茸 ツガサルノコシカケ ホウロクタケ × 〇 〇 〇
94 ボーベリア菌類 ボーベリア菌（類） ノムシタケ ボーベリア × × × 〇 直翅目に寄生
95 ホコリタケ 埃茸 ハラタケ ホコリタケ 〇 × × ―
96 マクツバコナカブリテングタケ膜鍔粉被り天狗茸 テングタケ テングタケ × × × 〇 通称：ティラミス
97 マツオウジ 松旺子 キカイガラタケ マツオウジ × × 〇 〇
98 マメホコリ類 豆埃（類） ドロホコリ マメホコリ × × 〇 〇 真正粘菌
99 マンネンタケ 万年茸 タマチョレイタケ マンネンタケ × 〇 〇 〇
100 ミイノモミウラモドキ 三井紅絹裏擬 イッポンシメジ イッポンシメジ 〇 ✕ × ―
101 ミカワクロアミアシイグチ 三河黒網脚猪口 イグチ ニガイグチ 〇 ✕ × 〇
102 ミヤマベイグチ 深山辺猪口 イグチ キクバナイグチ 〇 ✕ × ―
103 ムラサキホコリ類 紫埃（類） ムラサキホコリ ムラサキホコリ × 〇 〇 〇 真正粘菌
104 ムラサキヤマドリタケ 紫山鳥茸 イグチ ヤマドリタケ 〇 ✕ × ―
105 モエギアミアシイグチ 萌黄網脚猪口 イグチ キアミアシイグチ 〇 ✕ × ―
106 モミジウロコタケ 紅葉鱗茸 ウロコタケ カタウロコタケ × △ 〇 〇
107 モミジタケ 紅葉茸 イボタケ イボタケ 〇 ✕ × ―
108 ヤマドリタケモドキ 山鳥茸擬き イグチ ヤマドリタケ 〇 ✕ 〇 〇

種数 108 49 31 71 53
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